
１．平成１８年度「防災の⽇」総合防災訓練等の実施

　防災訓練は、発災時に落ち着いて的確な行動がとれるように習熟しておくとともに、事前準備のあり方を点

検・検討する重要な機会でもあります。

このため、８月３０日から９月５日までの「防災週間」の期間中、９月１日（金）の「防災の日」に、首都直下地

震及び東海地震を想定して、総合防災訓練が実施されました。

詳しくはこちらをご覧下さい（PDF）

東京都・足立区合同総合防災訓練（第２７回八都県市合同防災訓練）

東京都・足立区合同総合防災訓練

　この合同総合防災訓練は、八都県市（東京都・埼玉県・千葉県・

神奈川県・横浜市・川崎市・千葉市・さいたま市）が都市型災害に

備え毎年行っているものですが、今年は足立区をメイン会場に９

月１日の「防災の日」に大規模な防災訓練を行いました。

　東京湾北部を震源地とした首都直下地震でマグニチュード7.3、

震度６強の地震が発生したとの想定により、荒川河川敷、都立舎

人公園、花畑・六町地区、北千住駅周辺の各会場で、初期消火訓

練・災害医療救護訓練・帰宅困難者支援訓練・炊き出し訓練・避

難所の開設及び運営訓練等を行いました。

　当日は雨でしたが、いつ起こるかわからない災害に備えた訓練のため、雨天のなかの実施も重要な意味を

持つ訓練となりました。

　小泉総理大臣も訓練に参加し、災害に備えた訓練の重要性および各防災関係機関の連携をよびかけまし

た。

詳しくはこちらをご覧下さい

八都県市合同防災訓練ホームページ

東京都・足立合同総合防災訓練（ＰＤＦ）



■足立区合同防災訓練パンフ







　東海地震の予知と発生を想定した総合防災訓練が「防災の日」の９月１日、悪天候の中、約６４万人が参

加して行われました。

　会場型訓練の会場は浜松市内で行われ、旧１２市町村の合併で誕生した広大な市域で、旧行政単位でそ



れぞれ整備してきた防災対策が機能するか、自主防災会など住民組織は円滑に連携できるか、警察や自衛

隊などの応援部隊を効率的に受け入れて被災地に投入するための広域受援計画や広域医療搬送計画など

とともに、新たな対応を迫られる地域の課題を検証しました。

　中央会場となった浜松市の浜名湖花博旧庄内駐車場では県や同市、各防災関係機関と地元住民らが、倒

壊家屋からの救出・負傷者の搬送と応急治療・緊急物資の受け入れなど様々な訓練を行いました。

　事前にシナリオを用意せず、状況に応じて現場で判断・対応する訓練を取り入れたのが今回の防災訓練の

特徴で、東海地震発生時浜松市では、６６，０００戸の家屋倒壊と３，４００人の負傷者発生が予測されている

ため「減災」が大きな課題となっています。

　また地域会場では３１日夜からライフラインが途絶した想定で、夜を明かす避難所運営および生活訓練を

実施しました。

　悪天候のため中止となったヘリコプターによる孤立地域救出訓練について石川嘉延知事は「悪天候対策に

名案はない、日頃から耐震補強など災害に強い地域づくりを進め危険を排除する努力を」と、北脇保之市長

は「中山間地を多く抱える浜松市にとって訓練をできなかったのは残念。訓練のあり方として、悪天候時の対

応は検討すべき課題になった。道路整備を進めていくことも重要と感じた」と今後の防災対策に生かしていく

考えを示しました。また石川嘉延知事と北脇保之市長は「より実践的な訓練ができ意義深かった」と講評しま

した。

避難誘導訓練（中学生） 避難誘導訓練（中学生）

避難誘導訓練（小学生） 避難誘導訓練（小学生）



災害救助犬 高架道路車両多重衝突訓練

応急救護訓練 高所救出訓練

知事視閲 炊き出し訓練

県知事講評 講評
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